
ＳＡＳＩＮＥ 検索 

ＳＡＳＩＮＥ の特徴 

音検知に 
死角なし‼ 

• SASINEは、音からアラームを表示するので、

カメラや赤外線センサーで生じる監視死角があ

りません。360度範囲の音を検知します。 

• 検知した音のレベルに合わせて本体に表示して、

そのデータをクラウドでＡＩ等での、分析管理

ができます。 

• ＳＡＳＩＮＥは端末で音の判定収集を完結して

いるため、生の音をデータとして送ることもし

ないため、情報漏洩、プライバシー、個人情報

保護については１００％の安心をもたらします 

２４時間絶間なく
建築現場の異音を  
監視しています。  



SASINEの仕組み 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
SASINEの
マイクで音
を検知しま
す。 

音のレベル
をSASINE
で表示しま
す。 

取得した
音データ
要素を送
信します。 

データは、
クラウド
に保存し
ます。 

AI による
判定・解析
を行い、蓄
積します。 

異音検知時
に自動でア
ラートを通
知する。 

SASINEの７つのポイント 

ポイント① 音の検知なのでプライバシーに触れない。 

ポイント② 音のレベルは、16段階で判定を設定できる。 

ポイント③ カメラや赤外線センサーと異なり死角がない。 

ポイント④ クラウドで集計できるのでデータを元に設定を変えられる。 

ポイント⑤ 異音検知アラートを直接メールに通知することができる。 

ポイント⑥ ランニングコストは携帯などの通信の数十分の一。 

ポイント⑦ 電池で駆動可能。 

◇ 判定基準テーブル 
  判定基準はカスタム設定も可能です 
◇ 標準搭載では１６パターンの設定をスイッチで 
  分けられます。 
  最大レベル４、ＲＥＤ表示の時の音声レベルの判定値と 
  ＳＷ設定は以下です（弊社測定環境） 
      0設定：95ｄｂ上 
      5設定：８３ｄｂ以上 
     １０設定：81ｄｂ以上 
     １５設定：72db以上 
 （上記以外の設定では各設定の間の測定値を設定しています）  



ＳＡＳＩＮＥのクラウドデータ例 

４レベルの中のレベル1のデータ例 

23：00～08：00台の拡大 

このデータ例では 

夜間０：２５分頃に突然検知された場合のデータ例です。
設置場所のデータの時間変化を学習することで、非日常
の異常音の検知を行ってアラートを出したりと、様々な活
用が想定されます 

データ通信 
・ＳＡＳＩＮＥの標準データ通信機能はＬＰＷＡという 
 最新のＩｏＴ技術を搭載しています。 
・     ＳＩｇＦｏｘはＳＡＳＩＮＥに搭載されているＬＰＷＡ 
 通信方式です。 
・ＳＩｇＦｏｘの通信コストは携帯電話通信に比較すれば 
 年間コストで1/100程度で利用できます。 
・データは希望するユーザーの専用サーバーへ送信 
 できます。 
 
  



ＳＡＳＩＮＥの活用 

住宅建設現場はの夜間不
審者監視（自動発光警告
機能もカスタム可能） 

大規模建設現場や改修現
場での不在時、夜間の異
常をプライバシーに配慮し
てモニタリングする 

◇ Ａｉ学習で、通常発生しない時間帯に異音を検知した 
  場合にクラウド経由でメール通知が可能です 
 
◇ 監視設備が未整備な建設途中の現場で死角を気に 
   せず、周辺住民へのプライバシーの侵害を気にせず 
   設置できます 
◇ システム化によって異音検知をトリガーに 
  自動カメラの起動などコスト重視のモニタリング 
  システムを構築できます。 

異常音検知を活用する様々な
シーンをご検討ください 



SASINEの仕様 

外観図 

仕様一覧 

項目 仕様内容 

電源 ＡＣＤＣアダプターもしくは電池駆動 
（単３電池2本） 

動作環境 温度 0~50℃ 
湿度 10~90%結露無し 

無線 ＳＩｇＦｏｘ 

通信エリアについてはご相談くださ
い 

オプション ＣＯ２センサー 

お問い合わせ先 ： 株式会社コーデック 
   〒182-0025 東京都調布市多摩川 １－２９－１８ 
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